
9月25日
第317号コ

毎月10日・25日

福岡県遠賀郡
水　巻　町　発　行

力いっ　ぱいの奮戦
すばらしい体力向上□ロロロスポーツ少年団

9月8日、スポーツ少年団の総合体育大会

が開かれました。

町には現在3種類28団体のスポーツ少年団

があり、盛んな活動を行って、スポーツを通

じて少年たちの体力向上と健全な精神の発達

に努めています。

この大会は、スポーツ少年団の1年の総決

算として、各スポーツごとに技を競い合い、

より一層の向上を目的として行われていま

町の人口
（49年8月禾現在）

す。

3つの団体、水泳・剣道・バレーポｒルの

競技が机小学校と青少年体育センターで行わ

れ、参加の各団体少年・少女たちは大はりき

り。台風の影響のため、あいにくの曇り空で

したが、汗を流し、力いっぱいの奮戦は、応

援に来ている家族の拍手の中で、より一段と

熱気をおびていました。
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水
巻
町
消
防
団
健
闘

高
い
評
価
で
上
位
に
ラ
ン
ク

福
岡
県
消
防
操
法
大
会

九
月
八
日
福
岡
県
消
防
学
校
で
、
福

岡
県
消
防
操
法
大
会
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
水
巻
町
消
防
団
が
郡
の

代
表
と
し
て
参
加
、
好
成
横
を
お
き
か

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
先
に
行
わ
れ
た
郡
の
大
会

で
優
勝
し
、
代
表
チ
ー
ム
に
選
．
ば
れ
た

も
の
で
す
が
、
代
表
と
な
っ
て
か
ら
は

毎
夜
、
団
長
や
幹
部
の
指
導
の
も
と
で

猛
訓
練
を
行
い
大
会
に
望
み
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
台
風
の
影
響
を
う
け

、
悪
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、

全
国
大
会
の
出
場
権
を
め
ぐ
り
県
下
二

十
五
の
消
防
団
が
白
熱
し
た
競
技
を
繰

り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
優
勝
・
古
賀
町
、
二
位

・
飯
塚
市
、
三
位
・
前
原
町
と
、
水
巻

郡大会では、バッグンの成績で優勝、わずかな時間で、気合いの

入った見事なポンプ操法を見せる水巻町消防団

町
は
惜
し
く
も
入
賞
は
逸
し
ま
し
た
が

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
審
査
員
か
ら
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

監
督山

本
正
敏
（
本
部
長
）

副
監
督

永
沢
信
夫
（
第
二
分
団
長
）

選
手岡

部
　
嘉
紀
（
第
二
分
団
部
長
）

末
永
　
寅
雄
（
第
二
分
団
班
長
）

宮
崎
　
秋
生
（
　
　
ク
　
　
　
〕

出
利
　
葉
博
（
第
五
分
団
班
長
〕

坂
口
　
健
治
（
第
二
分
団
団
員
〕

鵜
城
　
繁
美
（
　
　
ヶ
　
　
　
）

羽
地
遺
和
夫
（
　
　
ヶ
　
　
　
）

坂
口
　
文
革
（
　
　
ク
　
　
　
）

小
林
　
　
勝
（
第
五
分
団
団
員
）

中
本
　
明
彦
（
　
　
ク
　
　
　
）

粟
尾
　
鉄
之
（
　
　
ク
　
　
　
）

ニ
ー
．
ニ
ー
1
一
．
コ
Ｈ
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こ
こ
ニ
ー
ニ
ー
ｌ
こ
こ
一
ｌ
1
．
．
こ
こ
ニ
ー
コ
コ
1
．
－
一
こ
一
ｌ
－
．
ご

婦
人
の
た
め
の

心
配
ご
と
相
談

だ
れ
も
が
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
気

が
か
り
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
こ
と
、
家
庭
の
問
題

等
そ
の
他
人
に
話
せ
な
い
問
題
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
方
た
ち
の
た
め
に
次
の

日
程
で
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
き
ま

す
。ど

う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一

、

日

時

　

1

0

月

2

2

日

　

1

0

時

～

1

5

時

二
、
場
所
　
岡
垣
町
海
老
津
、
岡
垣
町

東
部
公
民
館

な
お
、
こ
の
と
き
相
談
さ
れ
た
内
容

は
秘
密
を
守
り
ま
す
。
ま
た
料
金
は
無

料
で
す
。

行
政
相
談
所

の
開
設

行
政
管
理
庁
で
は
、
十
月
十
三
日

か
ら
十
六
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
行

政
相
談
週
間
」
と
し
て
、
全
国
一
せ

い
に
行
政
相
談
に
つ
い
て
の
諸
行
事

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

水
巻
町
で
も
つ
ぎ
の
と
お
り
行
政

相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

一

、

と

き

1

0

月

1

7

日

、

1

0

時

～

1

5

時

二
、
と
こ
ろ
　
町
民
会
館
日
本
間

三
、
相
談
受
付
内
容

恩
給
、
年
金
、
保
険
、
登
記
、

農
地
、
道
路
、
河
川
、
郵
便
、
環

境
衛
生
、
公
害
、
生
活
保
護
、
国

鉄
、
電
々
公
社
、
公
団
、
公
庫
な

ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情

四
、
．
相
談
受
付
者

0
行
政
相
談
委
員

久
保
田
勝
馬

ｒ

身
障
者
の
父
、
母
に

特
別
福
祉
手
当

県
で
は
、
特
別
福
祉
手
当
制
度
を
設

け
、
九
月
一
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す

こ
の
制
度
は
、
心
身
障
害
者
（
児
）

対
策
の
一
遠
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

重
度
の
精
神
薄
弱
と
身
体
障
害
が
重
複

し
て
い
る
者
の
看
護
を
し
て
い
る
家
族

の
方
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
老
人
児
童

課
で
申
請
手
続
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。ｌ
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．
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．
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．
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；

十
月
の
心
配
ご
と

相
談

十
月
の
心
配
ご
と
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

一

、

日

時

　

1

0

月

7

・

1

7

・

2

6

日

、

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

二
、
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館

．ｔＹｒ

〔
大
幅
な
体
力
向
上
〕

七
月
二
十
七
日
、
筑
豊
地
区
の
中
学

生
を
集
め
て
総
合
体
育
大
会
が
直
方
市

好成績の水巻申
筑豊地区中学総合体育大会

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
に
水
巻
か
ら
も

多
数
の
生
徒
が
参
加
、

好
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た
。大

会
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一
、
剣
道
（
団
体
）

優
勝
　
水
巻
中
（
羽

田
野
繁
、
坂
井
浩
之

緒
方
孝
志
、
入
江
浩

二
、
梅
林
貴
人
、
原

田
重
稔

二
、
陸
上
競
技

・
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

優
勝
　
松
本
浩
生

走
り
高
跳
び

三
位
　
石
橋
弘
二

三
段
跳
び

三
位
　
大
庭
裕
志

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

三
位
　
松
本
、
石
橋
、
大
庭
、
真
鍋
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義

中
学
校

卒
業
程
度

のめたの者除免

文
部
省
で
は
、
次
の

と
お
り
中
学
校
卒
業
程

度
の
認
定
試
験
を
行
い

ま
す
。こ

れ
は
、
病
弱
・
虚

弱
・
発
育
不
完
全
そ
の

他
や
む
を
え
な
い
事
由

の
た
め
に
、
義
務
教
育

諸
学
校
に
就
学
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
就
学
を

猶
予
又
は
免
除
さ
れ
た

人
に
対
し
、
中
学
卒
業

程
度
の
学
力
が
あ
る
か

ど
う
か
を
認
定
す
る
た

め
に
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
こ
の
試
験
に

合
格
し
た
人
は
、
高
等
学
校
の
入
学
資

定
試
験

格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

一
、
受
験
資
格

昭
和
5
0
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
満
1
5

歳
以
上
に
な
る
者

二
、
試
験
科
目

中
学
校
の
国
語
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語
（
英
語
）
の
各
教
科

三
、
試
験
日

4

9

年

1

1

月

2

9

日

四
、
願
書
受
付
期
間

4

9

年

9

月

1

3

日

～

1

0

月

1

2

日

ま

で

県
の
教
育
委
員
会
で
受
け
付
け
ま
す

（
郵
送
で
も
可
）

五
、
提
出
書
類

①
認
定
試
験
願
書
　
1
通

㊥
履
歴
書
　
　
　
　
1
通

㊥
戸
籍
抄
本
又
は
住
民
票
　
1
通

④
写
真
　
　
　
　
　
2
枚

⑤
就
学
義
務
の
猶
予
又
は
免
除
を
受

け
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

六
、
試
験
場
所

教
育
委
員
会
が
願
書
を
受
理
し
た
と

き
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

認
定
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ

は
、
町
教
育
委
員
会
へ
。

陸
・
海
・
空

自
衛
官
募
集

一
、
資
格
　
満
1
8
歳
以
上
2
5
歳
未
満
の

日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子

二
、
給
与
　
5
9
8
0
0
円
、
衣
食
住

は
無
料
、
ボ
ー
ナ
ス
年
3
回

三
、
受
付
　
毎
日
受
付
け

く
わ
し
く
は
役
場
住
民
課
（
6
0
1

・

4

3

2

1

）

　

へ

。

門
司
海
員
学
校

生
徒
募
集

一
、
募
集
人
員

・
高
等
科
（
修
業
年
限
2
年
）

約

1

0

0

名

・
本
科
司
ち
ゅ
う
科
（
修
業
年
限
1

年
）
　
約
6
0
名

二
、
受
験
資
格

①
年
齢
　
昭
和
5
0
年
4
月
1
日
で
1
5

歳
以
上
1
9
歳
未
満
の
も
の

㊥
学
歴
　
中
学
校
卒
業
以
上
の
も
の

三
、
試
験
日

昭

和

5

0

年

2

月

9

日

午
前
　
筆
記
試
験

午
後
　
身
体
検
査
と
面
接

四
、
受
付
期
間

昭

和

4

9

年

1

2

月

2

日

～

5

0

年

2

月

1

［
ロ

納
　
　
税

「

、

、

、

、

、

－

－

、

、

、

、

町
県
民
税
第
三
期
分

一

　

　

納

期

限

1

0

月

3

1

日

一
国
民
健
康
保
険
税
第
三
期
分

一

　

　

納

期

限

　

1

0

月

3

1

日

（3）

離

　

婚

　

届

婚
姻
が
あ
る
限
り
必
然
的
に
多
少
の

離
婚
は
起
り
得
る
の
で
す
が
、
最
近
は

こ
の
離
婚
が
増
加
し
っ
つ
あ
る
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
最
近
の
婚
姻
と
離
婚
の
受
付

件
数
を
年
度
別
に
挙
げ
て
み
ま
す
と
、

昭
和
四
十
六
年

婚
姻
五
一
〇
、
離
婚
七
六

昭
和
四
十
七
年

婚
姻
五
二
八
、
離
婚
七
三

昭
和
四
十
八
年

婚
姻
四
九
九
、
離
婚
八
〇

と
、
四
十
八
年
度
の
急
増
が
目
に
つ
き

ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
離
婚
の

説
明
な
ど
必
要
と
し
な
い
の
が
望
ま
し

い
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

離
婚
に
つ
い
て
も
一
項
を
設
け
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

協

　

議

　

離

　

婚

離
婚
届
に
は
、
協
議
離
婚
と
裁
判
離

婚
が
あ
り
、
協
議
離
婚
で
は
必
ず
し
も

法
で
定
め
る
離
婚
原
因
の
必
要
は
な
く

当
事
者
間
に
離
婚
を
し
よ
う
と
い
う
意

志
の
合
意
が
あ
れ
ば
届
出
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
成
立
し
ま
す
（
届
出
人
は
当

事
者
双
方
）
。
な
お
、
成
年
の
証
人
二

人
が
必
要
な
こ
と
は
婚
姻
の
場
合
と
同

様
で
す
。
又
、
届
出
地
は
当
事
者
の
所

在
地
又
は
本
籍
地
、
通
数
は
届
け
出
先

と
離
婚
に
よ
る
夫
又
は
妾
の
復
籍
先
が

違
う
場
合
、
関
係
す
る
市
町
村
の
数
だ

け
必
要
で
す
（
戸
籍
謄
本
を
添
付
）
。

な
お
、
離
婚
す
る
夫
婦
に
未
成
年
の
子

が
あ
る
場
合
、
離
婚
後
そ
の
子
の
親
権

を
行
使
す
る
の
が
天
・
妻
い
ず
れ
か
を

明
記
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

協
議
離
婚
で
は
届
出
の
時
点
で
離
婚

意
志
の
合
意
が
必
要
で
す
が
、
離
婚
の

意
志
が
な
く
て
協
議
離
婚
の
届
出
が
な

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も
し
協
議

離
婚
届
出
書
に
署
名
捺
印
を
し
た
後
に

離
婚
意
志
を
ひ
る
が
え
し
た
場
合
で
も

夫
婦
の
一
方
か
ら
「
離
婚
の
届
出
が
あ

っ
て
も
拒
否
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
」
を

関
係
市
町
村
に
書
面
に
よ
っ
て
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
不
受
理

申
出
書
の
有
効
期
間
は
六
ケ
月
と
な
っ

て
い
ま
す
。
又
、
夫
婦
の
間
で
離
婚
の

意
志
が
合
意
し
た
た
め
に
届
出
を
し
て
…

離
婚
が
成
立
し
た
が
、
そ
の
意
志
の
合
…

意
が
詐
欺
又
は
脅
迫
に
よ
っ
て
生
じ
た
刷

場
合
は
、
詐
欺
又
は
脅
迫
さ
れ
た
者
が
細

離
婚
の
取
消
し
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
…

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
詐
欺
を
皿

発
見
し
、
又
は
脅
迫
を
免
が
れ
た
後
三
間

カ
月
を
経
過
し
た
ら
取
消
し
の
請
求
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

訂
　
　
正

前
号
の
婚
姻
届
の
中
で
「
こ
の
届
出

書
と
、
婚
姻
当
事
者
の
戸
籍
謄
本
及
び

抄
本
が
届
出
書
と
同
数
必
要
」
と
書
い

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
届
出
書
と

戸
籍
抄
本
が
各
一
過
必
要
」
の
間
違
い

で
し
た
。
訂
正
ず
る
と
と
も
に
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

Ⅴ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

ヽ

、

ヽ

、

ヽ

－

　

－

、

、

、

、

、

ｌ

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

、

、

1

－

、

ヽ

、

、

、

－

■

－

、

、

－

く
わ
し
く
は
国
立
門
司
海
員
学
校
教

務

課

（

魯

3

4

1

・

8

1

3

1

）

　

へ

。

八
幡
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

一
、
募
集
人
員

機
械
科
　
2
0
名

電
気
科
　
2
0
名

二
、
応
募
手
続

①
資
格
　
高
等
学
校
卒
又
は
、
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
男
女

◎
応
募
書
類
　
入
校
願
書
、
診
断
書

学
業
成
積
証
明
書
、
履
歴
書

㊥
応
募
先
　
職
業
訓
練
校
又
は
も
よ

り
の
職
業
安
定
所

三
、
募
集
期
間
　
9
月
1
日
～
3
0
日

四
、
試
験
日

1

0

月

5

日

　

9

時

～

五
、
試
験
場
所

八
幡
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

問
い
合
せ
は
訓
練
校
（
審
6
4
1
－

6

9

0

9

）

　

へ

。

1

お

　

礼

－

香
典
返
し
と
し
て
つ
ぎ
の
万
か
ら
ご

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
あ
っ
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

保
育
所
の
備
品
・
設
備
な
ど
、
多
額

の
ご
寄
贈
に
対
し
て
。

故
　
山
崎
キ
ミ
ヱ
殿
　
山
崎
廣
介
殿
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畜

犬

登

録

と

狂
犬
病
予
防
注
射

一
、
日
時
と
場
所

午
前
　
1
0
時
～
1
2
時

午
後
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

・

1

0

月

2

1

日

午
前

午
後

・

1

0

月

2

2

日

午
前

午
後

・

1

0

月

2

3

日

午
前

午
後

・

1

0

月

2

4

日
梅
ノ
木
労
務
横

古
賀
公
民
館

高
松
区
労
務
横

樋
口
公
民
館

猪
熊
町
任
公
民
館

机
社
宅
公
民
館

午
前
　
二
町
住
公
民
館

午
後
　
下
二
町
住
公
民
館

・

1

0

月

2

5

日

午
前
　
吉
田
ノ
二
公
民
館

午
後
　
吉
田
ノ
三
公
民
館

・

1

0

月

2

6

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

役
場
玄
関
前

※
　
こ
の
日
程
に
も
れ
た
と
き
は
、
1
1

月
1
4
日
、
1
0
時
～
1
5
時
ま
で
役
場
玄

関
前
で
行
い
ま
す
の
で
受
け
て
く
だ

一
一
生
ワ
ク
投
与
ｉ

一
、
対
象
児

0
1
回
目
の
服
用

生
後
3
カ
月
～
1
8
カ
月
の
乳
幼
児

0
2
回
目
の
服
用

生
後
3
カ
月
～
1
8
カ
月
の
乳
幼
児
で

現
在
ま
で
に
一
回
だ
け
服
用
し
て
い
る

者二
、
日
時
　
1
0
月
1
1
日
　
1
4
時
～
1
5
時

三
、
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

前
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係
ま
で
問
診

票
を
と
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

当
日
は
体
温
を
必
ず
計
る
と
と
も
に
、

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

さ
い
。

二
、
料
金

登
録
料
3
0
0
円
、
注
射
料
2
5

0
円
（
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
注
射

代
の
み
）

二
乳
児
健
康
審
査
ｉ

一
、
対
象
児

生
後
1
3
カ
月
ま
で
の
乳
児

二
、
日
時
　
1
0
月
1
7
日

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時
3
0
分

診
察
　
1
4
時
～
1
5
時

三
、
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

四
、
診
察
内
容
　
内
科
、
外
科
、
皮
膚

科
、
耳
鼻
科
、
眼
科

五
、
料
金
　
無
料

1
0
月
7
日
か
ら
1
2
日
ま
で
に
役
場
衛

生
係
で
予
診
を
と
り
ま
す
。
な
お
こ
の

時
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

大
　
掃
　
除
　
は

お
す
み
で
す
か

こ
と
し
も
台
風
の
た
め
に
町
内
各
地

区
で
水
害
な
ど
の
被
害
が
で
て
、
環
境

衛
生
の
悪
化
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
で
は
大
掃
除
は
お
す
み
で
し

ょ
う
か
。
伝
染
病
等
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
必
ず
大
掃
除
の
実
施
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

消
毒
液
を
各
区
長
に
配
付
い
た
し
ま

す
の
で
十
分
注
意
し
て
ご
使
尉
く
だ
さ

い
。

筆
、
い
い
賢
い
い
い
∬
い
い
い
い
∬
い
い
い
い
舅
。

講防
火

習管
理

一

、

日

時

　

1

1

月

1

8

・

1

9

日是会者

1
6
時

二
、
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
講
堂

三
、
受
講
対
象
者
　
防
火
管
理
者
を
必

要
と
す
る
事
業
所
の
関
係
者
ま
た
は

業
務
上
防
火
管
理
知
識
を
必
要
と
す

る
人
（
定
員
9
0
名
）

四
、
申
込
み
　
1
0
月
7
日
か
ら
1
0
月
1
2

日
ま
で
に
、
申
込
書
と
写
真
お
よ
び

テ
キ
ス
ト
代
金
1
2
0
0
円
を
添
え

て
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
（
遠
賀

町

広

渡

電

話

0

9

2

2

9

・

3

・

1

2

3
1
番
）
　
へ
。

㌣㍑忠皿欄抽鵡

水道修理の申込みは
水巻町管工事組合へ

「電話601－3383」

町内の水道修理は「管工事組合」で行います。各家庭で

；ｉ水道修理をしなければならないとき直接「管工事組合」に
：！お電話を－。
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ク
赤
い
諷
根
″

募
金
に
ご
協
力
を

「
赤
い
羽
根
」
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

共
同
募
金
が
、
十
月
一
日
か
ら
全
国
一

せ
い
に
始
ま
り
ま
す
。

昭
和
二
十
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

運
動
も
今
年
で
二
十
八
回
目
、
ま
ず
街

頭
募
金
か
ら
始
ま
り
、
戸
別
募
金
」
職

域
募
金
、
そ
し
て
法
人
募
金
が
行
わ
れ

ま
す
。こ

の
共
同
募
金
も
み
な
さ
ん
の
唾
か

い
ご
支
援
で
毎
年
大
き
な
成
果
を
お
さ

め
社
会
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
身
体
の
障

害
や
生
活
苦
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
心
か

ら
楽
し
い
生
活
を
送
れ
る
日
が
く
る
た

め
に
も
、
み
な
さ
ん
方
の
あ
た
た
か
い

善
意
を
共
同
募
金
に
お
寄
せ
く
だ
さ
る

よ
う
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
県
共

同
募
金
会
で
隙
重
に
審
議
さ
れ
、
各
福

祉
施
設
団
体
等
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
ま

た
地
域
の
福
祉
活
動
の
た
め
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
還
元
さ
れ
、
「
子
ど
も
の

遊
び
場
」
づ
く
り
や
、
気
の
ど
く
な
お

と
し
よ
り
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
な

ど
に
使
わ
れ
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
「
赤
い
羽
根
」
は
正
義

と
勇
気
を
象
徴
す
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
伝
来
で
す
が
、
あ
ざ
や
か
な
真

紅
の
羽
根
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
季
節
に

は
、
ど
な
た
に
も
似
合
う
ア
ク
セ
サ
リ

ー
で
す
。
こ
と
に
赤
い
も
の
を
胸
の
あ

た
り
に
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
の
な
い
男
性

も
、
こ
の
羽
根
だ
け
は
堂
々
と
つ
け
て

歩
け
ま
す
。

日　曜　在　宅　医

9月29日　坂口医院　婦人科　頃末　691・2943

10月6日　前原医院　内・児科　樋口　691・0553

13日‘楠本医院　内・児科　頃末　691・2873

10月20日　永松医院　耳鼻科　頃末　691・0386

診療時間は9時～17時。原則として往診はしません。

日

登

水

巻

町

長

伊

藤

衝

門

㌃

集

水

巻

町

住

民

相

芸

（

電

雷

0

1

－

4

3

『

　

□

印

刷

冷

隼

田

印

刷

台

賞

会

社


